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木材 は構 造 物の 骨組 み 等に 古く か ら広 く利 用さ れ てき た。 我 が国 には 築 年数

1 0 0 0 年を越 す木造 建築物 が複数 存在す ることか らも 明らか な通り，木材は 適切
な環境下 で使 用され ，また 適宜メ ンテ ナンスを 施す ことに よって ，極め て長 期

間の使用 にも 耐え得 る優れ た材料 であ る。その 一方 で，木 材は火 災や風 雨， 紫

外線など 様々 な要因 で劣化 すると いう 欠点を有 する 。特に ，生物 による 劣化 は

木材を長 期間 使用す る際に 大きな 問題 となる。 木材 劣化の 中でも ，真菌 類を は

じめとす る微 生物に よる木 材劣化 現象 を腐朽と 呼ぶ 。この 腐朽の 原因菌 は木 材

腐朽菌と して 知られ ている が，そ の中 でも特に 激し い強度 低下を 引き起 こす 腐

朽菌は褐 色腐 朽菌お よび白 色腐朽 菌と 呼ばれて おり ，いず れも主 に担子 菌類 に

より構成 され る分類 群であ る。褐 色腐 朽菌と白 色腐 朽菌の 木材分 解様式 はそ れ

ぞれ異な るが ，いず れも木 造構造 物の 倒壊リス ク増 加につ ながる 重大な 微生 物

汚染であ るこ とから ，木材 の強度 低下 が引き起 こさ れる前 にその リスク を評 価

し対策を 講じ ること が重要 である 。木 材腐朽の 診断 は目視 や打診 等の基 本的 手

法に加え て， 木材の 物理的 状態を 測定 する装置 や， 腐朽菌 をター ゲット とし た

生理学的 また は分子 生物学 的手法 が検 討されて いる ものの ，いず れの診 断手 法

も調査部 位を 露出さ せて行 う必要 があ り，床下 や壁 内部の 測定が 難しく 腐朽 を

見逃す危 険性 がある 。そこ で，本 学位 論文では 木材 腐朽菌 が代謝 に伴っ て放 散

す る揮 発 性 有機 化 合 物 （ M V O C） に 着 目 し， そ れ をマ ー カ ー とし た 腐 朽 診断 法
を開発す るた めの基 礎的情 報を得 るこ とを目的 とし た。  
木材腐朽 菌が 放散する M V O C を網 羅的 に解析す るた めの分 析手法 の検討 を目

的に第 2 章で は，ポ テト・デキ ストロ ース寒天 培地（ P D A 培 地）で 培養 した 褐



色腐朽菌 オオ ウズラ タケを 対象に ，加 熱脱着式 ガス クロマ トグラ フィー 質量 分

析法（加 熱脱 着 G C / M S），プ ロトン 移動 反応質量 分析 法（ P T R / M S）およ びヘッ
ド ス ペ ー ス 固 相 マ イ ク ロ 抽 出 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 質 量 分 析 法 （

H S / S P M E / G C / M S）の 3 種類の分析 手法 による M V O C の測定を試 みた。 その 結
果，加 熱脱 着 G C / M S によって 2 6 も の M V O C を特 定する ことに 成功し た。P T R / M S
法では同 質量 数の化 合物を 区別す るこ とができ なか ったが，G C / M S 分析 で同 定
した主要 な M V O C に ついて ，その 放散 量をリア ルタ イムで 分析す ること に成 功
した。 H S / S P M E / G C / M S 分析 では 7 種 の M V O C を検 出する こと に成功 し，こ れ
は加熱脱 着 G C / M S には劣 るも のの， 少 量サンプ ルか らの簡 便な M V O C 分 析法
としての 利用 価値を 見出し た。  
第 3 章で は加 熱脱 着 G C / M S を用い て， J I S 規格 におい て標 準菌と して指 定さ

れている 褐色 腐朽菌 オオウ ズラタ ケお よび白色 腐朽 菌カワ ラタケ をブナ 材上 で

生育させ た際 の M V O C 測定 を行い ，P D A 培地 で生 育させ たもの との比 較を試 み
た。 その 結果 ， 両菌 共に P D A 培 養 系 と比 較し て木 材 腐朽 時に ，よ り 多種 類 の

M VO C を 放散す ること を明ら かに した 。 M VO C を構 成して いる 化合物 種を比 較
したとこ ろ， オオウ ズラタ ケとカ ワラ タケとで は， 大きく 異なる 化合物 を放 散

している こと が明ら かとな った 。ま た，腐朽の進 行段 階と放 散され る M V O C 種
との関連 性を 検討す ること により ，腐朽 が活発な ステ ージに おい て M V O C の盛
んな放出 が観 察され ，さ らに ，そ のステ ージでは 放散 され る M V O C の種類 も多
様化する こと を突き 止めた 。  
日本の木 造住 宅の構 造躯体 には針 葉樹 材（特 にスギ ）が 多く用 いられ てお り，

その主な 腐朽 原因と なるの が褐色 腐朽 菌である こと が知ら れてい る。そ こで ，

第 4 章で は褐 色腐朽 菌オオ ウズラ タケ および褐 色腐 朽菌の 世界的 スタン ダー ド
である P o s t i a  p l a c e n t a  の 2 菌 種がス ギ 材を腐朽 する 際に放 散す る M V O C を比
較した 。そ の結果 ，供試 菌 2 菌種 それぞ れがスギ 材腐 朽時に 特異的 な M V O C を
放散する こと を明ら かにし た。また ，同 じ褐色腐 朽菌 である にもか かわら ず ，2
菌種から 放散 され る M V O C は半数 以上 が異なる 化合 物であ ったこ とから ，菌種
特異的に 放散 され る M V O C が多く 存在 すること が示 唆され た。一方， 2 菌種に
共 通し て 放 散 され る M V O C の う ち ， ス ギ材 上 で の 培養 で 一 貫 して 放 散 さ れ る

M VO C が 4 種あ ったこ とから ，こ れら の化合物 が褐 色腐朽 菌の生 育を示 すマ ー
カー物質 とな る可能 性を見 出した 。  
本研 究を 通 じて ，供 試 した いず れ の条 件区 の木 材 腐朽 菌に お いて も， そ の木

材腐朽時 に特 異的 な M V O C が放散 され ているこ とを 見出し た。このこ とは ，腐
朽検出の ため のマー カーと して M V O C が利用可 能で あるこ とを示 唆して いる 。

また，腐 朽菌 生育時 に恒常 的に放 散さ れる M V O C も複 数見出 された ことか ら ，
こ れら の M V O C に つ い ては 木 材 腐 朽 菌 の生 育 を 示 すマ ー カ ー と成 り 得 る と 考

えられた 。  


